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Prevention of Mountaineering Accidents Caused by Slipping 
. Chiaki AOYAMA 
Abstract 
The number of mountaineering accidents in Japan has increased since 1991 to 
more than 800 in 1996. Durig that ratio of senior-aged hikers to the total people in-
volved in mountaineering accidents has increased by 3% per year to 76%(1997) ; so 
that the National Police Agency, the Minstry od Educatino, and al Alpine clubs are 
treating accidents of senior-aged hikers as a serious problem. 
The main causes of mountaineering accidents are: slipping,and subsequently 
sliding (or falling) down a slope ; becoming lost ; and physical illness. The most 
common cause throughout Japan is slipping. All reports, however,record only the 
final result, nemely I slid down 1, with no information about a hiker's 
equipment,physical condition, degree of attentivenss, tiredness, or trail condition. 
Questionnaires were used to obtain this basic information. The question-
naires were completed 8 November by hikers on six mountains in the 
Okutama,northwest of Tokyo. 
The data showed that most hikers were in their fifties. Comparison of men 
and women in their fifties suggested that in general,women have very few of hiking 
experience and are dependent on other people. 
The prevention of accidents caused by slipping requires information about the 
resonts for slipping. Most hikers slip 1-2 times while descending on 75% of a 
route. Hikers mainly slip on gravel roads, covered with leaves, wet rocks, and ex-
posed roots, not on icy, snowy or muddy roads -obvious slippery conditions. This 
means that the reasons for slipping are not always road conditions -attentiveness 
may be involved. Attentiveness is reduced during descent for 75% of a route. 
Methods of preventing mountaineering accidents caused by slipping were de-
veloped from the analysis of the questionnaires -they apply to al age groups. 
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1.はじめに
山岳遭難の発生件数は、平成元年以来増加の一途をたどり、平成8年で年間発生件数896件
でピークを示した後、平成9年で減少に転じた。しかし、山岳遭難の最も特徴的な因子に挙げ
られている遭難者に占める中高年者の割合は、過去約20年間線形的に増加し続け、平成9年に
おいてさえ75.5%（対前年3.6%!曽）と依然増加する勢いを見せている。警察庁・文部省の資料1)
によれば、この遭難事故の原因で最も多く発生するのが転倒、滑落事故であると報告されてい
る。しかも、その大部分はロッククライミングのような厳しい環境下ではなく、一般登山道に
おける疲労や不注意が原因で発生する単純なスリップ事故によるものである匁
一般に、転倒、滑落に関する問題は様々な登山関連雑誌に取り上げられ、ハイカーに対する
事故防止のための啓蒙活動に紹介されている。その特徴はいずれもベテラン登山指導者の経験
に基づいたものが多く、ハイカーの登山装備、体力、登山知識などに定量的な側面から焦点を
当てて言及したものではない。また、各種山学会の遭難対策関係者にとっても、ロッククライ
ミングのようなケースでの滑落事故に関しては熱心であるが、一般登山道の緩斜面で転倒する
事故については、いくつかのケースを列挙して注意を促す程度の関心でしかない傾向が見られ
る。遭難の第一原因にも関わらず、このように軽く扱われるのは、一般登山道で発生する「単
なる不注意」で片づけられるあまりにも単純な転倒、滑落事故を深く検討することが難しいこ
とも、この傾向に拍車をかけている。
そこで、今回はハイカーの実態に焦点を当て、彼らの経験や登山装備、ならびに転滑落事故
につながる危険性のあるスリップの実態、疲労の特徴に関するアンケート調査を実施した。こ
れらのアンケート結果を基にハイカーの平均的なモデルを作り、今後、遭難対策を考えていく
上での基礎資料とした。
2.調査地区の選定ならびに調査法
2. 1 調査対象にした山
調査対象地域に選定した山は、都心から JRを利用して登山口の駅まで約2時間で着く距離に
あり、一般ハイカーに人気がある 6山を秩父多摩国立公園内より選んだ。その名称は雲取山、
三頭山、大岳山、川乗山、六ツ石山、棒の折山で、本論の趣旨である転・滑落事故も数多く報
告されている地域である鸞なお、雲取山、三頭山はさらにバスを利用しなければならない。
これらの山の特徴は、都心のハイカーが日帰り登山を楽しめる代表的な山であり、休日には大
勢のハイカーでにぎわっている。この山域のハイカーより得た調査結果が、必ずしも一般的な
ハイカーの特徴を代表しているかどうか分からないが、都心からのハイカーの利用頻度から考
え、都市部の典型的なハイカーの特徴が得られるものと考えている。
2. 2 アンケートの内容
アンケート項目はその内容から回答者の「基礎情報」、「装備」、「疲労と事故」の経験の3プ
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ロックに分かれ、全24項目の質問内容から成り立っている。質問数は、ハイカーが山頂で休憩
中、不便な場所で短時間に回答してもらうため、 B5用紙の裏表印刷が記入上の限界と判断し
た。
「基礎情報」には性別、年齢、登山経験、年間登山回数、登山グループ、グループ中何番目
を歩くか、自己体力、登山知識の8項目で構成した。
「装備」は、一般的ハイカーの装備状態をモデル化する目的で、調査時の装備状態を聞いてい
る。靴の種類、靴底の状態、ザックの重量、雨具の種類、携帯食料数、地図、コンパス、ステ
ッキの携帯など8項目である。この際、ザック重量は実際に現場で測定した重量を基に記入し
た。
「疲労と事故」は本調査の主テーマである。 1回の山行中のスリップ回数、スリップした場
所の（状態、傾斜、行程）、注意力が低下する（状態、場所、行程）、疲労箇所、事故を起こし
た場合の対処の 8項目である。なお、「疲労箇所」は回答欄にある体の部位の名称に疲労箇所
をマークする形式であるが、この際、（ 1.違和感、 2.だるさ、 3.痛み）の中から該当す
る番号を選んで、該当項目に番号を記入する二重回答の形式になっている。「事故を起こした
場合の対処」だけが自由記述方式で他はすべて選択方式をとっている。 以下、ハイカーヘの
アンケート内容を示す。
登山者へのアンケート
主催；東京都山岳違盟遭難対策委員会
当アンケートは、山岳遭難事故を防ぐため、一般登山者の装備、体力等について調査するものです。ご協力程お願
い申しあげます。以下、（ ）中の該当する項目に0印を付けてください。
Iあなたの基礎情報について 1 
1. 性別（男 女）
2. 年齢 (1 0オ～19オ 20オ～29オ 30オ～39オ 40オ～49オ
50オ～59オ 60オ～69オ 70オー 79オ 80以上
3. 畳山の経験 (1年未満 1年～2年 3年～10年 1 0年以上）
4. 年に何回登山をしますか (1回 2回 3回 4回以上毎年は行かない
5. 2人以上のグループで山登りしている方は、以下の質問に答えて下さい
グループは（友人、家族、讚場の同僚、同好会、山岳クラプ、イベント参加
その他 ) → ＊複数回答可
その時、前から何番目を歩きますか （先頭 中央 最後尾）
6.自分の体力は （非常にある ややある 普通 あまりない 全くない）
7.山登りの知識は （非常にある ややある 普通 あまりない 全くない）
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I I今日のあなたの醐菖について l
1.どのような靴を履いていますか
足首が隠れる軽畳山靴 足首が出る軽畳山靴 足首が隠れる重畳山靴
足首が出る重畳山靴ランニングシューズ ウオーキングシューズスニーカ
その倫
2.靴底の状態は （つるつるかなり摩耗 少し摩耗 摩耗なし）
3.珊在背負っているザックのだいたいの重量 ＊参考；牛乳1nバックが約1kgです
( 3kg以下 4~6kg 7~1 0kg 1 0-1 5kg 1 5kg以上
4.どのような雨具を携帯していますか（複数回答可）
（傘ポンチョ簡易レインコート レインウエア なし）
5.携帯食料は (1食分 2食分 3食分以上 なし）
6.地園を持っていますか （はい いいえ）
コンバスを持っていますか （はい いいえ）
7.ステッキを携帯していますか (1本 2本 なし）
1今までの山畳りの経験を基に、重労と事敏について回答してください 1 
1.逼常の山登りでだいたい何回ぐらいスリップしますか
( 1 ~2回 3~5回 6回以上 スリップしない）
2.あなたが今までにスリウプした場扉む ＊複数回答可
（乾いた岩湯ぬれた岩場はしごくさり場木の根砂利道泥道ガレバ
露ち葉の積もった鎮薗 手がかりがない鱗面雷道凜結した場所渓流の中
その他
3.上記2のスリップした時の状態を①～②で、回答してください ＊複敷回答可
①鍋面の傾麟（のぼり纏鱗面のぼり急鎮面ほぼ水平下り纏鱗面下り急輯面
②全行稲を4響分すると、どの段階でスリッブしましたか。
前半 (1/4) 前半 (2/4) 犠半 (3/4) 後半 (4/4)
4.疲れると、体のどの湯所に r1.違和感 2.だるさ 3.痛み」の症状が覗れます
か。該当個所の（ ）に 上記r 」内の1~3の番号を入れて、回答して下さい。
足の指（ ） 足の裏（ ） くるぶし（ ） ひざ（
ふくらはぎ（ ） 太もも（ ） 腰（ ） 背中（ ） 肩(
その他 （なんともなし） ＊複数回答可
5.山畳り中、あなたの注意力が瘍ちる場合は、 「3項目から遷択。＊複数回答可」
①状態（疲労空腹おしゃぺり 眠たい単に前の人に付いていく単調）
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②場所（のぼり纏輯面のぼり怠鱗面ほ1和K平下り纏麟面下り急鱗薗
③金行糎を4等分すると、いつ頃から注意力が落ちますか。
前半 (1/4) 前半 (2/4) 後半 (3/4) 犠半 (4/4)
6.あなたが、主上、転葦事紋を起こした場合、どのように対処しますか
2. 3 調査の概要、データの整理法
調査に参加したのは東京都山岳連盟遭難対策委員会の関係者39人で、その配置状況は雲取山
(4人）、三頭山 (9人）、大岳山 (9人）、川乗山 (8人）、六ッ石山 (5人）、棒の折山 (4人）
であった。
アンケート調査のために準備したものとして、アンケート用紙は500枚、プルーシート 4枚、
ザックの重量を量るバネ秤3個、画板20枚、筆記用具40、トランシーバ7台、カメラなどであ
る。調査は11月8日（日）の昼食時を挟む11時より13時まで間に実施した。場所は、 6山とも
山頂である。なお、当日は晴天に恵まれた秋の行楽日和のため、山頂には非常に多くのハイカ
ーでにぎわった。
アンケートは、山頂で用紙を手渡し、その場で記入してもらった結果、 285の有効回答を得
た。各山における回答の分布状態は雲取山 (44)、三頭山 (50)、大岳山 (89)、川乗山 (49)、
六ツ石山 (19)、棒の折山 (34)となっている。回答者の性別の構成比は男性62%、女性38％で
あった。
データの整理は、複数回答が6問と非常に多く、 1問で実質2問の質問形式「疲労箇所と症
状」を使用する質問形式など特殊な手法を用いているため、クロス集計に留めた。
本文中、「ハイカー」「登山者」を共に使用している。現在、両者の明確な使い分けは定義され
ておらず、一般に、「軽登山＝ハイキング」のイメージで用いられている。ここでも、明確な
定義付けは行わず、登山全般への参加者を意味する「登山者」を一般論に用い、奥多摩地域の
軽登山に参加した場合を「ハイカー」として表現している。
3.基礎資料から見たハイカーの特徴
3. 1 ハイカーの年齢構成と山岳遭難データとの比較
現在、日本の大部分の山では中高年の登山者で占められていると言われている。その登山者
の年齢分布を、レジャー白書°から算出したデータをまとめた表ー 1から見ると、 40歳以上の
中高年登山者割合が毎年増加し、平成9年で間もなく70％に達する傾向が見られる。また、登
山者が最も多い年齢のピークは平成6年まで40歳代であったが、平成7年付近より50歳代に移
行している。いわゆる団塊の世代の50歳代への移行期に相当するもので、現在の登山者人口の
主力が団塊の世代にあることを物語っている。今回の調査も、 6山におけるハイカーの年齢構
成は、図ー 1に示すようにすべての山で50歳代がピークとなっている。しかも、 3つの山で
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は50％以上が50歳代と登山者の高年齢化が如実に現れている。
性別年齢構成を図ー 2で見ると、男女とも50歳代でピークを示す。男性の年齢分布曲
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図ー 2 性別登山者分布
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線が印歳代をピークとしたなだらかな曲線を描くのに対し、女性の曲線は50歳代がやや突出す
る曲線を描く。女性の場合、 60歳代になると、急激に登山者が減少する結果、このような曲線
となり、女性登山者の特徴を見いだす上で非常に重要な鍵となっている。
一方、登山の経験年数に着目し、性別に比較すると、男性では最も多い50歳世代の登山者が
長期にわたって山行してきたため10年以上の経験者が43％と最も多くなっている。ところが、
女性の場合には3~10年の経験者が52%、10年以上では23％となっている。このことは、従来
から指摘されてきたように、女性の登山は40歳代後半の年齢域に達してから始めた者が最も多
いことを意味しており、中高年の遭難問題を取り扱っていく上で非常に重要な特徴と考えられ
る。
登山者の中に占める中高年者の割合が毎年増加する傾向があることは上述のとおりである
が、中高年者の増加が遭難問題にどのように影響を与えているのか考えなければならない。
図ー 3は中高年登山者割合と中高年遭難者割合との関係について、両者を比較検討したもので
ある。図より、昭和63年から平成9年にかけて、回帰分析を行うと
（中高年遭難者割合） ＝1.1954 • （中高年登山者割合）ー7.4614
80.0 
75.0 
?
?
?
（ ? ）
???????
y = 1.1954x -7.4614 
R2= 0.6836 
50.0 
50.0 60.0 
中高年登山者x(%)
図ー 3 中高年に見る登山者と遭難者の関係
55.0 65.0 70.0 
が得られる。決定係数は0.66とやや強い相関が見られる程度であるが、多少の変動は見られる
ものの、図中の回帰曲線を軸とした増加は、中高年の登山者の増加が遭難者の増加に反映され
ていると考えられる。この線形式が成立する意味は、中高年者の登山者の増加割合にほぽ比例
して中高年の遭難者が増加することを意味している。ちなみに、本調査地区でも同様の相関を
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持つとして、この式を適用してみると中高年の登山者割合は76％であるから、遭難者に占める
中高年者の割合は83％と高率の結果が予想される。
この式の成立条件において、経済不況の影響がどの程度作用するのか予測が付かないが、
Hll年度で、団塊の世代がすべて50歳代に突入するため、幅広い中高年層 (40歳以上）の中で
もさらに登山者の最頻値が高年齢方向に進んでいく。そのため、中高年登山者数に対する遭難
者の増加割合を示すの回帰係数1.1954が増加する可能性もあり、山岳遭難対策上、今後、約10
年間が中高年対策上、最も警戒を要する次期に入ったと考えられる。
表ー 1 年代別登山者の割合と登山者人口（レジャー白書データを基に算出）
'(％J 暉和83年 平威1年 平威2年 平威3年 平慮4~ 平霞5年 平戚6年 平 .,,_7年 亭声8年 亭 ”'9年
10代 14.1 13.8 15.4 9.6 14.9 1.7 7.4 ・12.2 7.8 9.7 
20代 12.0 1.1 10.0 16.8 14.1 15.6 12.5 11.8 16.2 8.7 
30代 20.0 19.9 17.4 19.1 16.1 1 6.9 18.0 8.9 14.6 13.4 
40代 27.9 19.7 24.8 23.(I 22.9 25.8 24.9 23.3 15.1 22.5 
50代 14.4 23.9 19.8 19.7 17.6 18.7 24.9 30.4 27.8 28.0 
60代以上 11.5 11.6 12.8 11.8 14.1 11.4 11.8 13.8 18.2 18.1 
(40鑑以い 53.8 5.1 57.0 55.2 54.6 55.9 0 1.6 87.3 61.1 88.8 
登山者人口（万J.J 760 B70 730 830 830 910 820 780 890 780 
3. 2 グループ登山と自己評価
奥多摩地区は、都市郊外の家族向きのハイキング場としての役割を担っている。その結果を
反映して、グループ登山の構成メンバーは、家族 (34%）あるいは友人 (28%）のプライベー
トグループでの参加が半数以上の (62%）を占める。特に、女性は家族での参加が多い。クラ
プや職場からの参加は、山岳クラブ (14%）、職場の同僚 (10%）、同好会での参加 (9%）とな
っている。
グループで登山する場合、そのグループの先頭、中央、最後尾のいずれの位置で登っている
のか、登山者の特徴を知る上で重要なキーとなっている。まず、各位置に応じて視線の取り方
が異なり、疲労のしやすさ、リーダヘの依存心、位置確認能力、歩き方などの様々な登山内容
に影響を与える。視線に注目すると、先頭以外では、前の人の影になるため、どうしても視線
が下がる。長時間この状態を続けると注意力がどうしても落ちてしまう。また、中央、後尾で
は、視界が狭いため位置確認が難く、コースの選定を先頭登山者に依存せざるをえない。この
ような位置関係を常に維持していくと、山行で自己判断できない登山者の性格を決定づける素
因になると考えられる。この質問に対して、男性の場合、先頭 (51%）中央 (22%)最後尾
(28%) となっているのに対し、女性では、先頭 (26%）中央 (47%）最後尾 (26%）と、男女間
で明確な違いとなって現れている。グループ登山で最も多い家族連れに注目すると、山では男
性が先頭を歩き、女性がそれに従う図式ができている。この理由として、 3. 1で既述したよ
うに、男性側が女性側より登山経験年数が長く、登山知識、体力などが上回っていること、野
外では男性側がリードする傾向があるなどの理由が考えられるが、詳細は不明である。
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次に、自分の体力ならびに登山知識に関する質問 (5者択ー）では男女ともに「普通」が最
も多く、いわゆるアンケートの中心化傾向での回答が得られた。自分の体力については「普通
以上」で見ると91%（非常にある8%、ややある28%、普通55%）と回答され、男女とも体力に関
してかなり自信を持っている姿が見られる。
登山知識に関しても、「普通以上」で見ると77%（非常にある5%、ややある31%、普通41%)
と多いが、「あまりない」と回答21％とする回答も増えている。男女差は「ややある」「普通」
「あまりない」に対し、それぞれ男性 (38%、36%、17%)女性 (18%、47%、2綿）と、女性側
が1段階低く回答している。この結果は、上述した歩行時の男女の位置関係に影響を及ぽして
いるものと考えられる。
3. 3 ハイカーの登山装備について
(1) 登山靴
登山に参加する者にとって、まずなによりも最初に準備したい装備として登山靴がある。
岩、砂、プッシュ、雪、氷、水たまり等の影響から足を保護し、さらに、傾斜地で重量物を背
負って歩く際に足への衝撃を和らげる役割を果たす。通常、街で履かれているシューズで、砂
場の傾斜地に臨むと、あまりにも滑りすぎてまともに歩くことができなくなる経験を持ってい
る人は多く、そこで、登山靴の重要さを再認識することがある。当然、履いている靴の種類に
応じて、転・滑落事故の原因になることが予想できる。
調査結果は、登山靴（軽、重登山靴）を履いているのが約（90%)となったが、登山靴以外
の履き物 (10%)としてランニングシューズ6件、ウオーキングシューズ14件、スニーカ 7件
があった。しかも、スニーカの靴底の摩耗度は「つるつる」と回答している者がいた。転・滑
落事故対策を考えていく場合、まず、事故発生確率が高いハイカーとして、この (10%)のハ
イカーを指導していく必要がある。なお、登山靴の種類では、プーツタイプの足首が隠れる軽
登山靴が67%と最も多く、続いて足首が隠れる重登山靴が (13%）、シューズタイプの足首が出
る軽登山靴7%、足首が出る重登山靴 (1%）であった。
(2) ザック
日帰り登山におけるザックの中身として重量物は、登山用具のカタログ5)を参考にすると、
水筒あるいは魔法瓶と水 (1kg)、弁当＋果物＋お菓子 (1.2）、着替え（1)、雨具 (0.8)等がある。
ザック本体重量 (1.2)も含めて約 5kg程度と予想される。さらにコッヘル、ストープ、予備
食料、ステッキが加わると約7kg程度になる。今回の調査では、ザック重盤が4~ 6kg (47%) 
が約半数となり、典型的な日帰り登山でのザック重量になっている。次に、やや重い 7~lOkg 
で (23%）、逆に 3kg以下は (14%）であった。数は少ないが10~15kg (3%）、 15kg以上が
(3%）とかなりの重量物を運ぶグループが見られる。男女間での違いは、女性の場合20代で
最も多いのがザック重量「3kg以下」、その他の年齢層になると「4~6kg」が最も多くなる。
男性では、 30fしまでは「4~6kg」が最も多いが、逆に、 4針tを過ぎると「7~lOkg」が最も
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多くなる興味ある結果が得られた。このように、男女とも高年齢化するとややザック重量が重
くなる傾向が見られる。
(3) 食料
携帯している食料数に注目すると、実質必要量は、日帰り地域のため、昼食の 1食分で十分
である。したがって、 2食分の携帯は緊急時に備えた非常食を意味する。調査結果は、 1食分
が (45%)であるが、 2食分が (41%）と予備食料を携帯しているハイカーが多いことが分か
る。さらに、男女間ならびに世代間での違いを見ると、男性、女性ともに高年齢化すると 1食
から2食携帯に移行する。詳細に見ると、男性では50歳代まで、各年代ごとの最頻値は1食で
あるが、 60歳になると 2食携帯に移行し、女性では40歳から50歳代になると 2食携帯に移行す
る。これらの結果が、上記のザック重量が高年齢になると重くなる理由の一つとなっている。
なお、アンケートに食料なしと回答している人が5人いる。理由は分からないが男女ともやや
若い世代に多く見られる。
日帰り登山で非常食を携帯することは、緊急時に備える意味で重要なことであるが、その分、
重量が増す結果、疲労の原因にもなる。高年者の非常食はチョコレートやフリーズドライ、カ
ロリー食品など、ザック重量増にならない軽量食が望ましい。
(4) 雨具
雨具は、レインウエア (54%）が最も多く、傘 (25%）、簡易レインコート (9%）、ポンチョ
(4%）、なし (5%）であった。ただし、複数回答可のため、複数の雨具を持っているケース
も確認した結果、レインウエアを持参する者の約30%が傘も携帯していることが分かった。こ
れらの結果より、何らかの雨具を持参する者は92％となる。当日の天気が晴れであったことを
考慮に入れると非常に高い数値であり、山では雨具を常備品と位置付けている用心深いハイカ
ー像を見ることできる。
(5) 地図とコンパス
登山する場合の必需品として地図、コンパスがある。今回の調査では、地図を持参している
と答えた者 (81%）、また、コンパスを持参している者は (48%）であった。本来、山行時に地
図を正しく使用するにはコンパスが必要であり、両者とも同じ割合であるべきであるが、地図
の持参者割合に対してコンパスの持参者割合が低すぎる結果となっている。この原因には、奥
多摩地区のような登山道で、しかも道標が良く整備されているところでは、ルートマップ程度
の利用に止まるため、地形図からコンパスを使って現在位置を読みとる必要がないのかもしれ
ない。地図とコンパスを使って現在位置を定位するにはかなりの学習と経験を必要とし、実際
にコンパスを持っていても十分使用できないため、この結果はハイカーの地形図利用能力を表
現しているとも解釈できる。
(6) マウンテンステッキ
転倒、滑落を防止する上でマウンテンステッキの果たす役割は大きい。山中を長時間歩行す
る登山者のバランスをとることで、ひざを中心とした足への疲労を軽減させることができる。
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調査結果は、ステッキを 1本 (41%）、 2本 (5%）、なし (54%）であった。マウンテンステッ
キの歴史は長いが、ガイド本等からの紹介、中高年登山者の需要増と製品の種類の増加に伴い、
ここ数年で急速に伸びてきたもので、今回の調査でも約半数のハイカー (46%）がステッキを
持参している。一方、残り半数のステッキを持たない人については、若い世代が持たないのは
勿論のこと、‘特に男性の50歳代 (51%)-:-60歳代 (37%）の高年齢層においてもかなり多くの
人が持たないとしている。高年齢層になっても登山できる体力を残す登山者であるからステッ
キを必要としないとも解釈できるが、安全性を見越して、マウンテンステッキの携帯を勧める
べきであろう。
4.ハイカーの疲労と転・滑落事故問題について
4. 1 スリップ事故とその背景
転倒・滑落事故は、必ずしも非常に滑落しやすい危険な場所で発生するのではなく、ごくあ
りふれた場所でスリップし、それが基で事故につながるケースが多い。ハイカーにとってスリ
ップは常に体験するものであるが、その回数が多い場合は、滑りやすい登山道を選ばない限り、
登山者の体力や登山技術に問題があると考えられる。そして、スリップ回数の増加は当然、事
故の発生確率を押し上げることが予想される。
通常の山登りにおけるスリップ回数の回答は、 1~2回 (54%）、 3~5回 (16%）、 6回以
上 (2%）、スリップしない (22%）となった。また、男女共に30歳代～60歳代の各世代での最
頻値（モード）は半数を占める 1~2回のため、この値が代表値となっている。スリップ回数
が3~5回や6回以上のケースでは、若い世代にも分布しており年齢的な特徴は見られない。
スリップした場所について回答数順にまとめると、木の根 (18%）、ぬれた岩場 (17%）、落ち
葉の積もった斜面 (15%）、砂利道 (11%）、泥道 (9%）、凍結した場所 (7%）、ガレバ (6%）、
手がかりのない斜面 (5%）、雪道 (4%）、乾いた岩場 (2%）、渓流の中 (2%）、鎖場 (1%）、
梯子（なし）となった。滑りやすいと考えられる「泥道、凍結した場所、雪道」、そして足場
の不安定な「ガレバ」でのスリップが意外と少ない。また、緊張を強いられる「鎖場、梯子、
渓流の中」でもほとんどスリップしない。このことは、スリップの発生の原因が必ずしも「滑
り易さ」ではないことを示唆していると考えられる。
一方、山岳事故発生統計によれば、登山目的での山行中、事故発生場所は「登山道」で83%、
危険とされている「岩場、ガレバ、雪渓、鎖場、滝、岩壁」では僅か7.6％であった2)。このこ
とを考慮に入れスリップしやすい場所を見直すと、上位4カ所 (66%)はいずれも登山道では
よく見られる場所であり、スリップと山岳事故とがかなり密接な関係にあると推測される。
上記の場所でスリップした時、斜面の傾斜状況を調べた。その結果、「下り急斜面」が45%
と最も多く、次に「下り緩斜面」 39％が続く。「登り急斜面」 8%、「登り緩斜面」 5%、最後に
「ほぽ水平」 3％と回答している。大部分のスリップが下り (84%）で発生する。スリップが下
りに集中することは当然のことであるが、「下り緩斜面」での発生が多いことは「気の弛み」
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「疲れ」の影響も考慮しなければならない。
最後に、登山の全行程中でスリップしたのはどの段階であるのか、全体を 4段階に分けて質
問した結果、 1/4(3%）、 2/4(11%）、 3/4（印％）、 4/4(26%）とずば抜けて「3/4行程」でのス
リップが多かった。スリップが発生するのは、物理的な滑り易さである外因と、疲労や不注意
の内因の2点が考えられる。回答が登山の後半に集中して (86%）となっていることから、時
間項に依存した内因によると解釈できるため、スリップの原因に疲労の影響が非常に大きいと
考えられる。
以上の結果を基に、転・滑落事故につながるスリップ事故領域を特定し、予防する手順とし
て、まず、主な登山ルートで3/4行程に相当する地域を選択する。その領域が下り斜面であり、
「木の根、ぬれた岩場、落ち葉の積もった斜面」の条件に当てはまる場合、スリップの可能性
のある領域とする。勿論、これらの条件には大部分の山道があてはまるので、さらに、簡単な
スリップ事故から転・滑落事故につながる崖地などがないかどうかをチェックし、これらの問
題場所と過去の事故発生場所を重ねて検討する。その結果、転・滑落事故が発生しやすい領域
を指定し、ハイカーに注意を喚起する。
4. 2 登山中の注意力の低下について
一般登山は常に激しい運動を伴わないが、非常に長時間の運動である。したがって、山行の
全行程において注意力を維持することが難しく、様々な事故の誘因になる。ここでは、注意カ
が落ちる原因、場所、行程についてまとめ、スリップ事故との関係について言及した。
注意力が落ちる原因について複数回答形式で質問した。各項目に対して複数回答した場合と、
その項目だけに回答した場合について（複数回答の集計値 1単一回答値） ％の形式で表す。最
も多い回答は疲労 (49I 40)％であった。続いて、単調 (18I 13)%、眠たい (10I 5)%、
空腹 (914)%、おしゃべり (9I 4)%、単に前の人についていく (514)％となった。ここ
で、「空腹」、「おしゃべり」「単に前の人についていく」だけに回答したのは、気になる点を強
調しているのか、良く理解できない。
複数回答での組み合わせは、最も多い「疲労」の場合、ほぼ全項目との様々な組み合わせが
見られるが、特定の組み合わせで目立った回答数は見られなかった。この「疲労」と「眠たい」、
「単調」、「前の人に付いていく」との組み合わせから、疲労した登山者が何も考えずに惰性的
に歩いている姿や、疲労とともに眠気に襲われている姿を想像することができる。
注意力が落ちる場所について、回答数順に整理すると、下り緩斜面 (43%）、ほぽ水平 (23%）、
登り急斜面 (13%）、下り急斜面 (13%）、登り緩斜面 (8%) となる。「下り緩斜面」と「ほぽ水
平」で注意力が落ちるのはイージーコースとして理解できる。急斜面になるとある程度の緊張
を強いられるのであろうか、登り下りに関係なく注意力を維持できるようである。
スリップの質問と同様、注意力低下が登山の全行程中どの段階であるのか、全体を4段階に
分けて質問した。その結果、 1/4(3%）、 2/4(8%）、 3/4(5鰈）、 4/4(30%) となり、スリップ
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傾向と同じように、「3/4行程」でずば抜けて注意力が落ちることがわかった。ここで、各段
階におけるスリップの発生率と注意力の低下率との関係を図ー4に表した。図より明らかなよ
うに、 3/4行程でピークとなる非常に類似した曲線が得られる。両者の関係を回帰分析した結
果、決定係数が0.9867と非常に強い相関があることが分かる。
したがって、現場で両者の関係を研究しない限り断言できないが、スリップの発生に疲労に
よる注意力の低下が関係している可能性が高い。注意力が低下すると、スリップヘの反応が鈍
くなり、簡単に転倒する。また、視野も狭くなるため、スリップしやすい場所の判断が付きに
くく悪循環に陥ってしまう。この時点で、効果的な休憩が重要な意味を持つことは、多くの登
山者の経験から知られている。
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図ー 4 登山の行程から見たの注意力低下とスリップ発生の関係
4. 3 疲労の影響
疲労が体のどのような部位に影響するのか、また、どのような症状（違和感、だるさ、痛み）
が出るのか調査した。身体の各部位に何らかの影響があると複数回答した結果を、全回答数
（不明は除く）に対する割合で表すと図ー 5が得られる。図より明らかなように、ひざ (23%）、
太もも (19%)、ふくらはぎ (17%)と、ひざ周辺に偏る特徴的な分布曲線を描いている。この
結果は、登山運動がひざとその上下の筋肉に負荷がかけることから、多くの登山者が経験して
きたことをグラフ表現により再確認する図となっている。ここで、足の他の部分への影響を見
ると、足の裏 (10%)、足の指 (7%）、くるぶし (5%）となり、足以外への影響は腰 (7%)、肩
(8%）、背中 (4%）であった。
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図ー 5
太もも
登山時に現れる疲労箇所
複数回答による組み合わせについては、単一回答も含めて約90通りの回答が得られた。その
特徴は「ひざ」、「太もも」、「ふくらはぎ」等と結び合うものが多いが、多種多様な組み合わせ
で、特定の組み合わせに偏ることはなく、明瞭な特徴は見られなかった。併せて、男女間、世
代間の違いについて検討した。全体的に見て、大きな違いを見いだすことはできない。男性で
は50歳過ぎから「太もも」だけの単一回答が急激に多くなり、女性の場合、単ーでは見られず、
他の部位との組み合わせ回答が少し見られる程度である。男性と女性では山行中、筋肉の使い
方が違うのか興味が持たれる。
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図ー 6 登山による体の各部位に生じる症状
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次に、図ー6は体の各部位ごとの回答分布をまとめたものである。それぞれ部位で違和感、
だるさ、痛みに関して、 40%以上を占める項目を選ぶと、「違和感」については、くるぶしと
背中、「だるさ」はふくらはぎ、太もも、腰、足の裏、「痛み」は足の指、ひざ、肩にあらわれ
る。ここで、最も重い症状である「痛み」について焦点をあてる。足の指の痛みは長時間傾斜
地を歩くことによる靴との問題、ひざの痛みは関節を支える筋肉の疲労、肩は長時間重量物を
背負うことによる影響とそれぞれの原因を推測することができる。しかし、詳細な原因につい
ては、疲労に関する調査研究が必要であり、今後の課題である。
4. 4 転落事故の対処
転落事故を起こした場合の対処方法について自由記述方式の回答を得た。質問はどのような
ケースで事故が発生したのか、内容設定が不十分であったため、回答者側で様々なケースを設
定した回答が見られた。事故発生時の対処方法に対する考え方を検討する目的で、簡単に、自
カで下山する「自力型」、じっとして助けを求める「依存型」、両ケースを記述した「自カ・依
存型」の3種類に分けた。もちろん、自力型に回答した者でも、深刻なケガの程度では「依存
型」にならざるを得ないが、回答者が記入時に想起した転落事故に対するイメージと解釈し、
以下にまとめた。
・自力型は「歩けるなら自力で下山する」「登山道に戻る」「登り返す」「自力しかない」
と簡単な記述が多いのが特徴である。 6％とごく少数の回答である。
・自カ・依存型はケガの程度によりケースを設定し回答している。その内容は自力型、依
存型と同じ内容で、割合は24％であった。
・依存型は65％と最も多いタイプで、回答も様々なものがある。その回答内容を以下に整
理する。
事故発生時に助けを求める人；「通行人」、「仲間」、「妻」、「近くの人」、「友人」
救助の連絡方法；「大声を出す」が最も多く、次に「笛を吹く」「携帯電話」、「鏡の反射」「無
線」「ライトの点滅」「煙」等があった。
救助が来るまで； 「応急処置をする」そして、大部分の回答は「動かない」であったが、積極
的に「尾根あるいは稜線に登る」もかなり見られた。ただし、「体力あれば
谷に下る」とさらに深刻な遭難問題になる危険性のある回答もあった。
ビバー ク； 「ザック、救急シートにくるまる」「ツェルトを利用する」
なお、その他とした「考えたことなし」「分からない」「対処なし」も 5％ある。実際に事故
に遭遇した際、その時点で考えるのか、どうしてよいのか全く分からないパニック状態に至る
のか、この種の回答者について詳細な追跡調査をする必要がある。
他に、転落事故への対処ではないが、事故への予防処置として「1日コースは2日分の食料
を持つ」回答があった。この考え方は男女とも高年齢（女性では50歳以上で、男性では60歳）
になると一般的になるもので、高齢の登山者が食料を 2食分携帯する理由である。
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5.各世代の男女登山者モデルについて
中高年登山者問題を中心とした山岳遭難対策を考える場合、まず、各世代の男女登山者に関し
てその基本能力や転滑落事故につながる疲労、スリップ等のモデルデータを基に検討し、その世
代の体力にみあった登山方法を推奨する必要がある。当調査が全国規模でない以上、全国平均を
基にしたモデル化はできないが、都市部に隣接した地区での調査データの代表値と解釈した。
表ー2は全調査項目に対して、各世代ごとに男女の最頻値データを代表値としてまとめたも
のである。表より全般的な傾向を見ると、世代間、男女間で一部に違いが見られるものの顕著
な差が見られず、その事が各世代の男女登山者モデルの特徴となっている。
いま、全世代の男女に共通な結果を持つ項目を拾い上げると、「登山回数＝年間4回」、「登
山靴＝足首が隠れる軽登山靴」、「雨具＝レインウエア」、「疲労箇所＝ひざ」、「注意力が落ちる
状態＝疲労」がある。加えて、男性だけの全世代共通項は「グループ歩行の位置＝先頭」、「靴
底＝摩耗なし」、「地図＝あり」、女性だけでは「体力＝普通」、「コンパス＝なし」等がある。
一方、男女間で、違いが見られるのは「中高年からの登山の経験年数」「グループの構成員」
と「グループ歩行の位置」、特に後者は非常に明確な違いとなっている。また、加齢による世
代間の違いは「携帯食料数」、「ステッキの保有数」の2点に現れる。当初予想した「スリップ
の回数」への加齢の影響は30歳～60歳代まで全く見られなかった。疲労してくると、慎重にゆ
っくりと歩くだけではスリップを防ぐことはできないため、スリップの少なさはステッキの効
果によるものかもしれない。なお、加齢の影響と注目されるのは、携帯食料数が「1食」から
「2食」に変わる時点で、ステッキの保有が「なし」から「1本」に変わっていることである。
脚力の衰えを意識することが、 1食余分に非常食を準備する行為に反映されていると考えられ
る。
以上、各男女の世代を通じて、共通項と相違項を整理し、今後最も登山者人口の最頻値が予
想される50歳を中心とした中高年世代を大まかにまとめると、以下のようになる。
【男性】
登山経験は10年以上で、体力は普通、登山知識はややあると考えている。年間4回以上家族と
登山し、そのグループの先頭を歩く。靴底の摩耗していない足首が隠れる軽登山靴を履き、レ
インウエアを常備、地図、コンパス、携帯食料は 1食を携帯する、その結果、ザック重量4~
6kgとなっている。ステッキはない。登山行程の3/4付近になると、木の根、落ち葉のあ
るところで1~2回スリップする。注意力が落ちるのは同じ3/4行程付近の下り緩斜面で、
原因は疲労によるものである。疲労はひざに現れ、痛みが生じる。転落事故の時は依存型で対
処する。
【女性】
登山経験は3~10年で、体力、登山知識ともに普通と考えている。年間4回以上家族と登山し、
そのグループの中央を歩く。靴底の摩耗していない足首が隠れる軽登山靴を履き、レインウエ
アを常備、地図、携帯食料は2食を携帯する、コンパスは持たない。その結果、ザック重量4
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~6kgとなっている。ステッキを 1本使用する。登山行程の3/4付近になると、木の根の
あるところで 1~2回スリップする。注意力が落ちるのは同じ3/4行程付近の下り緩斜面で、
原因は疲労によるものである。疲労はひざに現れ、痛みが生じる。転落事故の時は依存型で対
処する。
5. 1 今後の課題
今回の調査はアンケートに答えた人々の経験と感覚を基に回答した結果をまとめた転・滑落
問題の先行調査と位置づけている。山行中、どのようにして注意力が落ち、スリップするか、
スリップが転・滑落事故にどのように結ぴつくのか、体力と登山行程と適正装備の関係はどう
あるべきか、疲労の症状がどのような場所でどのように現れるのか、問題は山積している。こ
れらの問題を解決するには、実際に様々な年齢層の男女被験者の現場計測データをもとに検討
していかなければならない。山岳遭難対策関係者にとって今後の課題は多い。
圏辞
本調査を遂行するにあたり、アンケートを実施した東京都山岳連盟遭難対策委員会を中心と
した関係者の方々：またアンケート調査に快く協力していただいた登山者の方々、そして、奥
多摩地区の山岳遭難資料を快く提出していただいた警視庁青梅署山岳救助隊、最後に、膨大な
データ整理を行った元関西大学学生の中山和樹氏と、非常に多くの人々から多大な協力を頂い
た。ここに、心より感謝の意を表したい。
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